
償金稼ぎの化け狐～紫の幻影～

月夜魅

タテ書き小説ネット Byヒナプロジェクト

http://pdfnovels.net/



1

注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
償
金
稼
ぎ
の
化
け
狐
～
紫
の
幻
影
～

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
９
１
６
０
Ｚ

【
作
者
名
】

　
月
夜
魅

【
あ
ら
す
じ
】

　
　
こ
の
世
界
に
伝
わ
る
都
市
伝
説
に
、
『
紫
色
の
満
月
が
現
れ
た
時
、
法
律

で
裁
け
な
い
罪
人
が
死
ぬ
。
』
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
実
は
こ
れ
、
“
あ

る
組
織
”
を
な
ぞ
ら
え
た
本
当
の
話
し
。
そ
の
組
織
が
、
こ
の
物
語
の
【
主
役
】

で
あ
り
、
【
悪
役
】
で
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
※
別
の
場
所
で
私
が
上
げ

て
い
た
小
説
の
リ
メ
イ
ク
版
で
す
。
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序
章
～
紫
の
来
訪
者
～

　
ア
ー
シ
ア
地
方
。
海
を
望
む
小
さ
な
国
。
環
境
汚
染
や
破
壊
な
ん
て
無
い
、

世
界
一
美
し
い
場
所
。
そ
し
て
、
世
界
一
危
険
な
場
所
。

―
―
リ
ー
テ
ィ
タ
ウ
ン

　
ア
ー
シ
ア
警
官
隊
が
、
黒
い
鞄
を
抱
い
て
走
る
ゴ
ウ
カ
ザ
ル
を
追
う
。
中
に

は
、
一
億
円
そ
う
と
う
の
宝
石
。
そ
う
、
ア
ー
シ
ア
地
方
は
…
…
【
世
界
一
犯

罪
が
多
い
国
】
な
の
だ
。

加
工
場
が
立
ち
並
ぶ
路
地
を
縫
っ
て
走
る
ゴ
ウ
カ
ザ
ル
に
、
攻
撃
の
指
示
が
入

る
。

「
ハ
ー
デ
リ
ア
第
一
部
隊
、
十
万
ボ
ル
ト
！
！
放
て
ー
ッ
！
！
」

　
一
番
前
を
走
る
は
、
警
察
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
ム
ー
ラ
ン
ド
。
数
十
人
の
ハ
ー

デ
リ
ア
が
前
を
走
り
、
ゴ
ウ
カ
ザ
ル
に
向
け
て
十
万
ボ
ル
ト
を
放
つ
。
走
り
な

が
ら
繰
り
出
す
技
は
、
中
々
命
中
し
な
い
。
ゴ
ウ
カ
ザ
ル
は
間
一
髪
で
路
地
裏

へ
。
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「
追
う
ぞ
ー
ッ
！
！
」

「
「
お
ー
ッ
！
！
」
」

　
事
件
が
起
き
て
い
る
傍
ら
、
一
艘
の
フ
ェ
リ
ー
が
港
に
到
着
。
観
光
客
が
ぞ

ろ
ぞ
ろ
と
港
に
あ
ふ
れ
出
る
。
そ
の
中
に
、
大
荷
物
を
引
っ
さ
げ
る
団
体
が
…

…
。

「
こ
こ
が
、
次
の
拠
点
と
な
る
ア
ー
シ
ア
地
方
。
」

「
ケ
ッ
！
犯
罪
が
多
い
と
聞
い
て
来
た
っ
て
の
に
…
…
。
案
外
穏
や
か
じ
ゃ
ね

ぇ
か
よ
！
！
」

「
ボ
ス
、
早
く
根
城
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
ア
タ
シ
達
、
償
金
稼
ぎ
の
根
城
を
…

…
。
」

　
荷
物
を
持
つ
、
五
人
の
ポ
ケ
モ
ン
。
彼
ら
が
見
つ
め
る
先
に
は
、
着
物
姿
の

ゾ
ロ
ア
ー
ク
。
色
違
い
で
、
鮮
や
か
な
紫
色
の
鬣
を
風
に
泳
が
せ
て
い
る
。
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「
こ
こ
で
再
び
…
…
。
刀
を
ふ
る
う
こ
と
が
出
来
る
の
だ
な
。
…
…
楽
し
み
だ
。

」　
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆

　
 

償
金
稼
ぎ
の
化
け
狐

　
　
 

～
紫
の
幻
影
～

　
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★

さ
ぁ
、
新
た
な
物
語
の
始
ま
り
で
す
！
！

　
‐
Ｔ
ｏ
 

ｂ
ｅ
 

ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
‐
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序
章
～
紫
の
来
訪
者
～
（
後
書
き
）

【
ｏ
ｕ
ｔ
 

ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ
】

そ
の
晩
…
…
。

狼
に
似
た
遠
吠
え
が
町
を
包
み
込
ん
だ
そ
う
な
…
…
。

ふ
と
、
夜
空
を
見
上
げ
る
と
…
…
満
月
が
淡
い
紫
色
に
染
ま
っ
て
い
る
よ
う
に

見
え
た
。

錯
覚
だ
ろ
う
。

ポ
ケ
モ
ン
達
は
、
そ
う
考
え
て
気
に
は
し
な
か
っ
た
。

　
★
☆
★



6

１
説
：
ユ
メ
ウ
ツ
ツ

　
聖
頼
一
〇
一
二
年
…
…
。
時
空
は
穏
や
か
に
流
れ
て
い
き
、
今
の
世
界
が
出

来
上
が
っ
た
。

こ
こ
は
ア
ー
シ
ア
地
方
、
リ
ー
テ
ィ
タ
ウ
ン
。
自
然
豊
か
な
港
町
。
ち
ょ
っ
と
、

こ
の
町
を
案
内
し
ま
し
ょ
う
。

　
港
を
離
れ
て
す
ぐ
の
広
間
は
、
い
こ
い
の
広
間
。
タ
イ
ル
張
り
の
足
場
が
オ

シ
ャ
レ
。
中
央
に
は
噴
水
が
あ
り
ま
す
。
海
を
眺
め
な
が
ら
水
浴
び
を
す
る
、

一
体
の
セ
レ
ビ
ィ
像
が
観
光
客
を
出
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

セ
レ
ビ
ィ
像
を
正
面
に
、
向
か
っ
て
右
は
町
の
中
。
坂
道
に
な
っ
て
い
て
、
津

波
か
ら
の
災
害
対
策
に
鉄
の
門
が
入
り
口
に
。
警
報
が
鳴
る
と
自
動
で
閉
ま
り

ま
す
。

向
か
っ
て
左
は
、
加
工
場
が
多
く
立
ち
並
ぶ
ガ
ラ
ン
街
。
い
つ
も
機
械
音
が
絶

え
間
な
く
響
い
て
い
る
の
で
、
そ
う
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

犯
罪
者
の
根
城
に
な
り
や
す
い
場
所
が
多
い
た
め
、
警
察
署
は
正
面
の
道
を
通

っ
た
広
間
に
建
っ
て
い
ま
す
。
町
と
ガ
ラ
ン
街
を
効
率
良
く
監
視
す
る
た
め
、

わ
ざ
わ
ざ
も
う
一
つ
広
間
を
作
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
ガ
ラ
ン
街
は
危
険
な
の
で
…
…
。
町
の
中
へ
行
き
ま
し
ょ
う
か
。

―
―
リ
ー
テ
ィ
タ
ウ
ン
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高
台
の
町
、
リ
ー
テ
ィ
タ
ウ
ン
。
人
間
界
と
変
わ
ら
な
い
、
あ
り
ふ
れ
た
日

常
が
広
が
る
世
界
。
路
上
で
は
、
バ
リ
ヤ
ー
ド
の
手
品
。
コ
ロ
ト
ッ
ク
の
演
奏

会
も
展
開
さ
れ
て
い
る
。

移
動
屋
台
の
ア
イ
ス
屋
さ
ん
に
は
、
お
金
を
握
る
小
さ
な
子
ど
も
達
。
観
光
客

の
ポ
ケ
モ
ン
達
は
、
明
る
く
華
や
か
な
こ
の
町
を
気
に
入
っ
て
く
れ
た
よ
う
だ
。

　
と
あ
る
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
。
紫
の
チ
ャ
イ
ナ
ド
レ
ス
を
纏
う
女
性
ル
カ
リ
オ
を

発
見
。
よ
く
見
る
と
、
本
来
あ
る
は
ず
の
ト
ゲ
が
全
て
無
い
。

彼
女
の
前
の
席
に
座
っ
て
い
る
の
は
、
鮮
や
か
な
紫
鬣
の
ゾ
ロ
ア
ー
ク
。
腕
に

は
リ
ン
グ
止
め
式
の
白
い
着
物
袖
。
紫
の
袖
無
し
着
物
に
、
白
い
袴
。
脇
差
し

に
見
立
て
て
、
扇
子
を
刺
し
て
い
た
。

彼
ら
は
一
体
…
…
？

「
美
し
い
場
所
だ
…
…
。
」

「
刹
那
様
の
方
が
綺
麗
で
す
わ
♪
本
当
に
、
犯
罪
が
多
い
国
な
の
か
し
ら
？
こ

ん
な
に
輝
い
て
い
て
。
」

「
見
え
な
い
か
？
リ
ィ
…
…
。
」

「
？
」
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脇
か
ら
扇
子
を
取
り
出
し
、
柄
を
ル
カ
リ
オ
に
見
せ
た
状
態
で
ゆ
っ
く
り
扇

い
だ
。

「
光
在
る
所
に
影
有
り
…
…
。
こ
こ
は
、
我
々
が
“
刈
り
”
を
す
る
に
ふ
さ
わ

し
い
場
所
だ
。
よ
う
や
く
君
に
、
美
し
い
鮮
血
を
捧
げ
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ

バ
ラ

う
。
長
旅
の
疲
れ
が
取
れ
る
く
ら
い
の
、
綺
麗
な
鮮
血
の
花
を
…
…
。
」

バ
ラ

「
ま
ぁ
！
楽
し
み
だ
わ
♪
」

　
ご
く
普
通
の
恋
す
る
カ
ッ
プ
ル
だ
が
、
か
な
り
異
常
な
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い

る
…
…
。
い
や
、
異
常
を
通
り
過
ぎ
て
異
質
な
…
…
。
危
険
な
香
り
が
す
る
。

「
早
く
刈
り
が
し
た
い
な
ぁ
～
。
花
弁
に
溺
れ
る
刹
那
様
、
久
し
ぶ
り
に
見
た

い
も
の
。
」

「
時
期
に
見
れ
る
さ
。
今
日
の
深
夜
、
闇
が
活
動
す
る
時
間
帯
に
ね
。
」

　
ゾ
ロ
ア
ー
ク
が
見
つ
め
る
先
は
、
遠
く
離
れ
た
路
上
。
そ
こ
に
潜
む
は
怪
し

げ
な
集
団
。
マ
ニ
ュ
ー
ラ
、
ワ
ル
ビ
ル
、
ブ
ラ
ッ
キ
ー
の
三
人
だ
。
何
か
コ
ソ
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コ
ソ
と
話
し
を
し
て
い
る
。

小
さ
く
笑
う
ゾ
ロ
ア
ー
ク
に
、
ル
カ
リ
オ
は
胸
踊
ら
せ
て
い
る
。
何
か
見
つ
け

た
ん
で
す
ね
？
と
、
嬉
し
そ
う
。

　
マ
ニ
ュ
ー
ラ
達
は
、
何
の
話
し
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
体
に
は
ヤ
ク
ザ

の
刺
青
が
刻
ま
れ
て
い
る
三
人
は
、
ナ
ゾ
の
実
葉
っ
ぱ
で
作
っ
た
麻
薬
を
吸
っ

て
い
た
。
麻
薬
と
言
っ
て
も
、
た
だ
の
タ
バ
コ
。
こ
の
世
界
で
は
、
危
険
な
麻

薬
だ
と
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

「
マ
ニ
ュ
の
兄
貴
、
こ
ん
な
目
立
っ
た
場
所
に
い
て
い
い
ん
で
す
か
ぃ
？
」

「
わ
ざ
と
だ
よ
。
わ
・
ざ
・
と
！
警
察
は
も
う
動
い
て
る
ん
だ
。
し
か
も
噂
の

テ
ッ
カ
忍
者
隊
だ
。
逃
げ
た
く
て
も
逃
げ
ら
れ
ね
ぇ
…
…
。
だ
か
ら
よ
、
捕
ま

る
前
に
伝
説
を
試
し
て
み
た
い
ん
だ
。
」

「
「
伝
説
？
」
」

「
あ
ぁ
…
…
。
俺
達
罪
人
が
恐
れ
て
い
る
、
【
紫
の
幻
影
伝
説
】
さ
。
チ
ー
ム

ヴ
ィ
オ
レ
ッ
ト
と
名
乗
る
償
金
稼
ぎ
で
ね
、
普
通
な
ら
依
頼
が
あ
る
だ
ろ
う
が
、

奴
ら
に
は
不
要
。
」

「
な
ん
で
で
す
？
」
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ブ
ラ
ッ
キ
ー
が
聞
い
た
。

「
…
…
幽
霊
だ
か
ら
だ
よ
。
」

「
「
ゆ
…
…
幽
霊
？
！
」
」

「
見
た
者
は
、
そ
の
日
に
絶
対
死
ぬ
ら
し
い
…
…
。
今
夜
は
満
月
。
深
夜
に
ま

た
こ
こ
で
落
ち
合
お
う
。
軽
い
肝
試
し
さ
。
居
る
訳
な
い
よ
。
」

　　―
―
と
あ
る
根
城

　
ル
カ
リ
オ
と
ゾ
ロ
ア
ー
ク
が
、
根
城
へ
帰
っ
て
来
た
。
ル
カ
リ
オ
は
ご
機
嫌

斜
め
。

二
人
の
根
城
は
、
な
ん
と
町
中
に
あ
る
。
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
廃
工
場
…
…
の

下
に
あ
る
地
下
室
。
元
は
倉
庫
だ
っ
た
の
か
、
か
な
り
広
々
と
し
た
空
間
だ
っ

た
。
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天
井
に
は
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
。
そ
う
大
き
く
は
な
く
、
あ
ま
り
華
や
か
な
で
は

な
い
。
赤
煉
瓦
の
壁
に
囲
ま
れ
た
空
間
に
は
、
柔
ら
か
い
コ
ッ
ト
ン
ベ
ッ
ト
。

大
き
な
タ
ル
が
三
つ
に
、
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
が
七
つ
。

キ
ャ
ン
プ
用
の
テ
ー
ブ
ル
が
部
屋
の
真
ん
中
を
陣
取
っ
て
い
て
、
椅
子
が
六
つ
。

仲
間
と
思
わ
れ
る
ポ
ケ
モ
ン
達
が
チ
ェ
ス
を
し
て
い
た
。

「
あ
、
お
帰
り
な
さ
い
ま
せ
！
ボ
ス
！
リ
ィ
嬢
！
」

　
ホ
ウ
キ
片
手
に
、
ブ
ー
ピ
ッ
ク
が
二
人
を
出
迎
え
た
。
不
機
嫌
な
ル
カ
リ
オ
、

リ
ィ
は
ベ
ッ
ト
に
座
り
込
む
。

「
幽
霊
じ
ゃ
な
い
わ
よ
！
！
失
礼
ね
！
！
ぜ
ー
っ
た
い
刈
っ
て
や
る
ん
だ
か
ら

！
！
」

　
ゾ
ロ
ア
ー
ク
、
刹
那
は
リ
ィ
の
傍
ら
に
寄
り
添
う
。
優
し
く
頭
を
撫
で
て
な

だ
め
て
や
る
。

「
ま
ぁ
、
落
ち
着
け
…
…
。
羊
の
戯
言
だ
。
み
ん
な
だ
っ
て
餓
え
て
い
る
頃
だ

ろ
う
？
」
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「
刈
る
ん
ス
か
？
！
」

　
耳
に
ド
ク
ロ
ピ
ア
ス
を
し
た
グ
ラ
イ
オ
ン
が
は
し
ゃ
ぐ
。
チ
ェ
ス
を
忘
れ
て

ゾ
ロ
ア
ー
ク
と
会
話
。
グ
ラ
イ
オ
ン
の
チ
ェ
ス
相
手
を
し
て
い
る
ヤ
ミ
ラ
ミ
は
、

コ
マ
を
持
っ
て
悩
ん
で
い
た
。

　
さ
て
、
そ
ろ
そ
ろ
彼
ら
に
つ
い
て
語
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
ね
。

彼
ら
は
償
金
稼
ぎ
、
【
チ
ー
ム
・
ヴ
ィ
オ
レ
ッ
ト
】
。
法
律
で
裁
け
な
い
罪
人

を
裁
く
の
が
仕
事
だ
。
チ
ー
ム
メ
イ
ト
は
、
刹
那
含
む
六
人
。

こ
の
チ
ー
ム
の
ク
イ
ー
ン
。
ル
カ
リ
オ
の
リ
ィ
。
一
五
歳
。

フ
ル
ネ
ー
ム
：
ル
カ
・
リ
ィ

元
“
切
り
裂
き
魔
”
の
グ
ラ
イ
オ
ン
♂
、
レ
イ
ガ
。
本
当
の
（
捨
て
た
）
名
前

は
ア
ッ
ク
ス
。
二
五
歳
。

フ
ル
ネ
ー
ム
：
レ
イ
ガ
（
ア
ッ
ク
ス
）
・
ザ
・
デ
ス
ヘ
ル
ズ

依
頼
運
び
人
の
ヤ
ミ
ラ
ミ
♂
、
ミ
ィ
ト
。
一
〇
歳
。
も
う
釈
放
さ
れ
た
話
し
だ

が
、
母
親
を
殺
し
た
罪
を
背
負
っ
て
い
る
。

フ
ル
ネ
ー
ム
：
鬼
火
山
 

ミ
ィ
ト

掃
除
婦
の
ブ
ー
ピ
ッ
ク
♀
、
マ
ラ
イ
ラ
。
二
〇
歳
。
死
体
の
後
始
末
や
証
拠
隠
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滅
も
彼
女
の
役
目
。
フ
ル
ネ
ー
ム
：
ネ
ー
ガ
＝
ノ
ル
＝
マ
ラ
イ
ラ

食
料
調
達
な
ど
の
雑
用
係
。
オ
オ
タ
チ
♂
の
タ
ヒ
チ
。
一
二
歳
。
マ
ラ
イ
ラ
と

同
じ
仕
事
も
す
る
。
紫
の
ヘ
ア
バ
ン
ド
が
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
。

フ
ル
ネ
ー
ム
：
タ
ヒ
チ
・
メ
ル

そ
し
て
、
こ
の
チ
ー
ム
の
ボ
ス
（
リ
ー
ダ
ー
）
…
…
。
ゾ
ロ
ア
ー
ク
の
刹
那
。

一
九
歳
。
こ
れ
ま
で
刈
っ
て
き
た
ポ
ケ
モ
ン
は
数
知
れ
な
い
。

フ
ル
ネ
ー
ム
：
神
舞
刹
那

か
ん
む
 

せ
つ
な

　
全
員
、
異
国
民
族
同
士
の
悪
人
予
備
軍
。
命
を
奪
う
と
い
う
こ
と
は
、
悪
同

然
だ
。

だ
が
、
彼
ら
は
正
義
の
使
者
。
彼
ら
チ
ー
ム
は
、
政
府
が
生
み
出
し
た
極
秘
組

織
な
の
だ
。

　
彼
ら
が
仕
事
を
す
る
に
は
、
刈
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
対
し
て
〈
悪
意
を
持
つ
者

〉
を
見
つ
け
る
必
要
が
あ
る
。
死
刑
に
属
す
る
犯
罪
な
の
に
、
法
律
で
は
裁
け

な
い
罪
人
に
対
す
る
〈
恨
み
，
憎
し
み
，
憎
悪
〉
…
…
。
そ
れ
を
集
め
て
依
頼

と
す
る
の
だ
。

最
低
七
人
の
悪
意
を
聞
き
受
け
て
か
ら
、
彼
ら
は
満
月
を
待
つ
。
何
故
満
月
な

の
か
…
…
。
そ
れ
は
、
刹
那
の
血
族
が
関
係
し
て
い
る
ら
し
い
。
し
か
し
、
彼

は
自
分
の
こ
と
を
仲
間
に
は
話
さ
な
い
。
よ
っ
て
、
理
由
は
不
明
。
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「
く
ー
ッ
！
！
腕
が
鳴
る
ぜ
！
！
」

「
…
…
よ
し
こ
こ
。
」

「
お
！
そ
う
き
た
か
ミ
ィ
ト
…
…
。
…
…
チ
ェ
ッ
ク
！
」

「
あ
ー
！
！
負
け
た
ぁ
。
」

「
チ
ェ
ス
は
終
わ
っ
た
な
？
み
ん
な
で
行
っ
て
来
て
く
れ
な
い
か
？
今
日
は
姫

が
ご
機
嫌
斜
め
な
ん
だ
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
マ
ニ
ュ
ー
ラ
，
ワ
ル
ビ
ル
，
ブ
ラ

ッ
キ
ー
の
三
人
だ
。
」

　
刹
那
の
胸
に
顔
を
埋
め
る
リ
ィ
。
よ
っ
ぽ
ど
悔
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
刹
那

に
抱
き
し
め
ら
れ
た
ま
ま
、
ピ
ク
リ
と
も
動
か
な
い
。

返
事
な
く
、
ミ
ィ
ト
と
タ
ヒ
チ
は
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
へ
。
フ
タ
を
開
け
て
服
の
山

を
探
り
始
め
た
。

「
こ
れ
と
こ
れ
と
…
…
。
よ
し
！
」

「
こ
っ
ち
も
準
備
オ
ー
ケ
ー
！
投
げ
渡
す
よ
ー
。
」
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二
人
共
、
黒
い
コ
ー
ト
と
帽
子
を
来
て
準
備
万
端
。
タ
ヒ
チ
が
全
員
分
の
コ

ー
ト
と
帽
子
を
投
げ
る
。
一
番
に
受
け
取
っ
た
の
は
レ
イ
ガ
。

「
よ
！
…
…
し
ゃ
あ
っ
！
み
ん
な
着
替
え
た
か
？
行
く
ぞ
！
」

　
一
足
先
に
階
段
を
上
り
、
天
井
扉
を
開
け
る
。

着
替
え
た
仲
間
達
を
外
に
出
し
て
か
ら
、
刹
那
に
一
礼
し
て
外
へ
。

　
二
人
き
り
に
な
っ
た
、
ボ
ス
と
ク
イ
ー
ン
。
沈
黙
を
破
り
、
刹
那
は
リ
ィ
を

押
し
倒
し
た
。
目
と
目
が
合
い
頬
を
赤
く
染
め
る
。

「
刹
那
…
…
様
。
」

「
さ
ぁ
、
姫
…
…
。
お
遊
び
の
時
間
で
す
よ
。
」
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―
―
リ
ー
テ
ィ
タ
ウ
ン

　
さ
て
…
…
。
今
回
は
レ
イ
ガ
の
視
点
か
ら
、
悪
意
を
集
め
て
い
き
ま
し
ょ
う

か
。

　
活
気
溢
れ
た
リ
ー
テ
ィ
の
市
場
。
黒
を
身
に
纏
っ
た
グ
ラ
イ
オ
ン
、
レ
イ
ガ

は
空
を
舞
っ
て
い
る
。
風
に
乗
り
、
紙
飛
行
機
の
よ
う
に
移
動
。
そ
れ
ら
し
い

会
話
を
す
る
ポ
ケ
モ
ン
を
探
す
の
は
至
難
の
技
…
…
。
と
に
か
く
、
手
当
た
り

次
第
会
話
の
輪
を
回
っ
て
歩
く
こ
と
に
。

「
ボ
ス
は
い
つ
も
、
ど
う
や
っ
て
悪
意
を
見
つ
け
る
ん
だ
？
一
時
間
で
帰
っ
て

来
ち
ゃ
う
ん
だ
も
ん
な
ぁ
ー
…
…
。
ひ
と
ま
ず
、
あ
の
集
団
の
話
し
を
盗
み
聞

き
だ
。
」

　
レ
イ
ガ
が
目
を
付
け
た
の
は
、
公
園
で
立
ち
話
す
る
女
性
ポ
ケ
モ
ン
達
。
彼

女
達
に
気
づ
か
れ
な
い
よ
う
、
茂
み
の
裏
へ
ゆ
っ
く
り
舞
降
り
る
。

「
ね
ぇ
、
あ
の
三
人
組
み
知
っ
て
る
？
」
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「
え
ぇ
…
…
。
麻
薬
常
習
犯
の
マ
ニ
ュ
ー
ラ
達
で
し
ょ
う
？
噂
で
は
、
密
輸
さ

れ
た
麻
薬
を
ば
ら
ま
い
て
い
た
ら
し
い
わ
よ
。
怖
い
わ
ね
ぇ
…
…
。
」

「
早
く
捕
ま
ら
な
い
か
し
ら
。
」

―
―
麻
薬
常
習
犯
…
…
か
。
な
ぁ
ん
だ
軽
い
じ
ゃ
ん
。
こ
の
手
の
は
、
刈
る
よ

り
お
ど
す
だ
け
が
一
番
だ
な
。

　
茂
み
を
離
れ
、
音
も
な
く
立
ち
去
る
。
風
の
流
れ
に
乗
っ
て
、
根
城
を
目
指

し
た
。

た
め
息
混
じ
り
で
飛
ぶ
レ
イ
ガ
は
、
な
ん
だ
か
残
念
そ
う
。

―
―
根
城

　
全
員
集
合
…
…
し
た
け
ど
、
な
ん
か
様
子
が
お
か
し
い
。
刹
那
と
リ
ィ
の
首

に
は
、
な
ん
と
首
輪
が
着
い
て
い
た
。
鎖
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。
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「
ア
ン
タ
ら
な
ん
か
し
て
た
な
…
…
？
」

「
大
人
の
事
情
で
カ
ッ
ト
カ
ッ
ト
。
…
…
で
？
ど
う
だ
っ
た
。
」

　
ベ
ッ
ト
で
あ
ぐ
ら
を
書
く
刹
那
。
悪
徳
商
人
み
た
い
な
ツ
ラ
で
、
情
報
を
話

せ
と
命
令
。
レ
イ
ガ
と
ミ
ィ
ト
が
、
主
に
会
話
に
入
っ
た
。

「
俺
様
レ
イ
ガ
が
得
た
の
は
、
麻
薬
常
習
犯
っ
て
こ
と
だ
。
噂
で
は
、
密
輸
さ

れ
た
麻
薬
を
ば
ら
ま
い
て
い
る
ら
し
い
。
」

「
ウ
ッ
ち
ゃ
も
。
そ
れ
し
か
情
報
な
か
っ
た
ッ
ス
よ
？
脅
す
く
ら
い
し
か
な
ら

な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
け
ぇ
？
」

「
…
…
。
そ
う
だ
な
。
だ
が
、
一
度
目
を
付
け
た
奴
は
逃
が
さ
な
い
。
そ
れ
が

俺
達
の
や
り
方
だ
。
脅
す
く
ら
い
し
か
な
ら
な
い
け
ど
、
い
い
な
？
文
句
あ
る

や
つ
は
挙
手
！
！
」

―
―
シ
ー
ン
…
…
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「
よ
ろ
し
い
。
」

　
立
ち
上
が
り
、
軽
く
指
を
鳴
ら
す
。
リ
ィ
と
繋
が
っ
て
い
た
首
が
消
え
て
、

代
わ
り
に
日
本
刀
が
現
れ
る
。
塚
を
取
る
と
、
刹
那
が
冷
酷
な
犯
罪
者
に
変
わ

っ
た
。
悪
魔
…
…
い
や
、
も
は
や
死
神
の
域
の
恐
怖
。

　「
で
は
今
夜
…
…
。
宴
を
始
め
る
。
よ
い
な
？
」

う
た
げ

―
―
夜

　
あ
の
路
上
に
、
マ
ニ
ュ
ー
ラ
達
が
い
た
。
歩
き
タ
バ
コ
を
し
て
い
る
マ
ニ
ュ

ー
ラ
は
、
月
を
見
つ
め
て
笑
っ
て
い
た
。
月
は
協
会
の
後
ろ
に
あ
り
、
屋
根
を

照
ら
し
て
い
る
。
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「
白
い
な
。
」

「
よ
か
っ
た
。
や
っ
ぱ
り
い
な
い
ッ
ス
よ
！
」

「
ク
ロ
、
お
前
怖
か
っ
た
の
か
？
」

「
い
、
い
い
え
！
！
そ
ん
な
…
…
。
た
だ
の
伝
説
で
す
し
。
」

「
そ
う
そ
う
、
た
だ
の
伝
せ
…
…
。
…
…
！
！
」

　
マ
ニ
ュ
ー
ラ
は
、
再
び
見
た
月
に
恐
怖
を
覚
え
た
。
色
が
、
鮮
や
か
紫
に
変

わ
っ
て
い
る
の
だ
。
し
か
も
、
協
会
の
屋
根
に
誰
か
い
る
。

ワ
ル
ビ
ル
と
ブ
ラ
ッ
キ
ー
も
、
協
会
へ
目
を
向
け
て
み
た
。
や
っ
ぱ
り
…
…
い

る
。
背
筋
が
凍
り
つ
き
、
足
が
震
え
て
動
か
な
い
。

「
む
…
…
紫
の
、
月
…
…
！
！
」

　
屋
根
の
上
、
怯
え
る
三
人
を
見
つ
め
て
笑
う
。
咆
哮
は
狼
に
似
て
い
て
、
更

な
る
恐
怖
を
与
え
た
。
危
険
を
悟
り
逃
げ
る
、
弱
者
の
悪
人
。
し
か
し
、
彼
ら

の
背
後
に
は
ル
カ
リ
オ
が
。
チ
ャ
イ
ナ
ド
レ
ス
を
纏
う
、
女
の
子
。
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「
誰
が
幽
霊
で
す
っ
て
？
」

　
怒
り
心
頭
の
ル
カ
リ
オ
、
リ
ィ
が
取
り
出
し
た
の
は
鎖
鎌
。
市
販
の
鎌
の
柄

に
、
鎖
が
つ
い
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
で
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

「
刈
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
か
？
」

「
ひ
…
…
ひ
ぃ
ぃ
ッ
！
！
」

　
三
人
が
引
き
返
し
て
も
、
退
路
無
し
。
殺
気
立
っ
た
グ
ラ
イ
オ
ン
が
こ
ち
ら

を
見
て
笑
っ
て
い
た
。

「
観
念
し
な
…
…
。
悪
党
共
。
」

「
あ
…
…
兄
貴
！
や
ば
い
っ
す
よ
ぉ
ー
！
！
」



22

　
身
を
寄
せ
、
三
人
は
目
の
前
の
怪
物
を
凝
視
。
成
す
術
が
無
く
、
レ
ベ
ル
の

高
さ
も
オ
ー
ラ
で
わ
か
る
程
。
無
抵
抗
で
死
を
待
つ
し
か
な
か
っ
た
。

　「
マ
ジ
…
…
か
よ
…
…
。
ホ
ン
ト
に
い
る
な
ん
て
…
…
！
」

　
グ
ラ
イ
オ
ン
の
後
ろ
に
、
ま
だ
誰
か
い
る
。
腕
の
膜
を
く
ぐ
っ
て
現
れ
た
の

は
、
色
違
い
の
ゾ
ロ
ア
ー
ク
…
…
刹
那
。
凶
悪
な
目
付
き
で
、
笑
み
を
浮
か
べ

る
彼
。
脇
に
は
扇
子
じ
ゃ
な
い
物
騒
な
モ
ノ
が
刺
さ
っ
て
い
た
。

和
服
に
は
似
合
わ
な
い
そ
れ
は
、
鞘
か
ら
抜
く
と
両
刀
で
、
細
く
美
し
い
刃
を

し
て
い
る
。
塚
で
は
無
く
、
派
手
な
装
飾
。
刃
の
腹
に
は
奇
怪
な
文
字
…
…
。

　
武
器
名
を
上
げ
る
な
ら
ば
、
サ
ー
ベ
ル
。
月
明
か
り
で
桜
色
に
染
ま
る
刃
は
、

血
に
飢
え
て
い
る
か
の
よ
う
。

「
闇
に
染
ま
る
愚
か
な
魂
よ
…
…
呪
わ
れ
し
我
ら
、
ヴ
ィ
オ
レ
ッ
ト
の
贄
と
な

る
が
い
い
…
…
！
！
」

　
踏
み
込
み
、
狂
気
す
る
刹
那
が
迫
り
来
る
。
恐
怖
で
叫
び
狂
う
三
人
は
、
刹

那
に
と
っ
て
羊
に
す
ぎ
な
い
。
血
が
欲
し
い
と
刀
が
言
う
…
…
殺
し
た
い
と
思

う
自
分
が
い
る
…
…
。

サ
ー
ベ
ル
を
振
り
上
げ
、
三
人
の
真
上
に
刃
を
落
と
す
。
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「
「
う
わ
ぁ
ー
ー
ッ
！
！
…
…
…
…
？
」
」

　
寸
止
め
。
刹
那
は
別
人
の
顔
を
し
て
言
っ
た
。
真
面
目
な
、
正
義
の
自
分
に

な
っ
て
。

「
次
も
悪
事
を
働
い
た
ら
、
容
赦
無
く
刈
る
…
…
。
自
首
し
て
罪
を
償
え
ッ
！

！
」

　
体
を
奮
い
起
こ
し
て
、
マ
ニ
ュ
ー
ラ
達
は
路
上
を
去
ろ
う
と
走
る
。
リ
ィ
が

道
を
開
け
て
や
っ
て
い
る
の
を
見
つ
け
て
、
裏
か
ら
脱
出
。

　
こ
れ
で
大
丈
夫
だ
ろ
う
。

刹
那
は
サ
ー
ベ
ル
を
鞘
に
戻
し
、
幻
影
を
解
い
た
。
あ
の
月
、
刹
那
が
幻
影
で

紫
色
に
し
て
い
た
ら
し
い
。

「
あ
ー
あ
。
逃
し
ち
ゃ
っ
た
。
」
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「
リ
ィ
、
テ
メ
ェ
本
当
は
刈
る
つ
も
り
だ
っ
た
ろ
。
」

「
レ
イ
ガ
だ
っ
て
そ
う
じ
ゃ
な
い
？
」

「
あ
り
ゃ
演
技
。
マ
ジ
に
な
っ
た
の
は
、
ボ
ス
と
リ
ィ
く
ら
い
さ
。
今
回
は
脅

し
だ
。
ミ
ィ
ト
達
が
根
倉
に
残
っ
て
る
ん
だ
し
、
帰
ろ
う
ぜ
？
」

　
け
だ
る
そ
う
に
、
レ
イ
ガ
は
刹
那
の
背
に
話
す
。
振
り
返
っ
た
彼
は
、
純
粋

真
っ
直
ぐ
な
人
柄
に
変
わ
っ
て
い
た
。

「
そ
う
だ
な
。
」

　
彼
の
微
笑
み
は
、
別
人
格
。
三
人
は
、
路
上
裏
か
ら
根
倉
へ
帰
っ
て
い
っ
た
。

あ
り
ふ
れ
た
青
少
年
の
会
話
を
し
な
が
ら
、
纏
っ
て
い
た
闇
が
嘘
だ
っ
た
か
の

よ
う
に
。
明
る
く
。

　
‐
Ｔ
ｏ
 

ｂ
ｅ
 

ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
‐
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１
説
：
ユ
メ
ウ
ツ
ツ
（
後
書
き
）

【
ｏ
ｕ
ｔ
 

ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ
】

　
み
ん
な
が
眠
る
深
夜
、
刹
那
は
根
倉
の
外
で
満
月
を
眺
め
て
い
た
。

　
工
場
の
屋
上
、
サ
ー
ベ
ル
は
ま
だ
脇
に
収
め
た
ま
ま
だ
。
刹
那
の
横
に
は
誰

も
い
な
い
。
は
ず
な
の
に
、
白
い
モ
ヤ
の
よ
う
な
物
体
が
い
た
。

こ
れ
は
…
…
一
体
…
…
？

　
＊
＊
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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